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AA..研研究究目目的的  
 現在 HIV検査は、土曜・日曜・夜間検査、即
日検査やNAT検査等の検査希望者のニーズに合
わせた検査が、保健所・病院・民間クリニック

等の検査・医療機関で行われている。それらに

加えて、インターネット上では、検査希望者が

検査機関に行くことなしに HIV検査を受検する
ことができる“HIV郵送検査”を取り扱うWebサ

イトが存在し、その検査割合は増加しつつあ

る。この HIV郵送検査について現状を把握する
ため、郵送検査会社に対してアンケート調査を

行うことにより、検査数、陽性数、使用検体、

検査法、検査結果の通知法等に関する実態調査

を行った。また昨年に引き続き、検査精度の調

査のため、調査を了承した郵送検査会社に対

し、パネル血漿を用いて作成した再構成全血検

研研究究要要旨旨 
 現在インターネット上では、検査希望者が検査機関に行くことなしに HIV検査を受検することがで

きる“HIV 郵送検査”を取り扱う Web サイトが存在し、その検査割合は増加しつつある。この HIV 郵

送検査について現状を把握するため、郵送検査会社に対してアンケート調査を行い、検査数、陽性数、

使用検体、検査法、検査結果の通知法等に関する実態調査を行った。また検査精度の調査のため、パ

ネル血漿を用いて作成した再構成全血検体を用いて検査精度調査を行った。 

 アンケートを依頼した 19 社の内、13 社から回答が得られた。郵送検査会社全体の HIV 年間検査数

は 153,037件、昨年と比較して 2％増加しており、保健所等検査の推定数である 12万件を上回った。

団体検査の受検者率は 32%であり、推定される団体検査の受検者数は昨年と比較して 8.8%減少してい

た。HIVスクリーニング検査陽性数は 124例であり、昨年と比較して 18%減少していた。判定保留数も

29例と 38%減少しており、陽性数と判定保留数を併せた 153例は昨年の 199例と比較して 23%減少し

ていた。HIV 検査の受検費用は平均 4,057 円、検査日数は平均 3 日であった。検査検体は全血を濾紙

や採血管で保存したものを用いており、CLEIA法、PA法、イムノクロマト法、CLIA法等、PMDAで認可

された臨床検査キットで検査を行っていた。検査結果は郵送での通知に加えて専用 web サイトや E-

mailでの通知が選択できる会社が多く、検査結果が陽性だった場合、ほぼすべての検査会社で病院で

の検査をすすめていた。 

 郵送検査会社 8 社に対し陽性 3 例、陰性 2 例のパネル検体を用いて検査精度調査を行った結果、8

社すべての会社で、陽性、陰性検体ともすべて結果が一致していた。 

今後も定期的な検査精度調査を行い、団体検査、受検者に対する検査相談、フォローアップ等の改

善のため、「HIV郵送検査のあり方について」等を活用し、各郵送検査会社の協力を得て、郵送検査を

より安心して受けられ、信頼できる検査とする必要がある。 
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体を用いて実際に検査を依頼することによって

検査精度調査を行った。 
 
BB..研研究究方方法法  
1. アンケート調査 
 検索サイト「Google」を用いて、「エイズ＋郵
送」、「HIV＋郵送」、「郵送検査」、「郵送検診」、
「郵送健診」で検索を行い、HIV郵送検査を取
り扱うWebサイトを上位 100位まで検索した。
検索したWebサイトで販売されているキット、
またはWebサイト自体を運営している会社を調
べた結果、自社で検査結果の報告を取り扱う

HIV郵送検査会社が現在 19社あることがわかっ
た。これら 19社の郵送検査会社に対し、2024
年 1月 30日から 2月 19日にかけて手紙、
FAX、メールにてアンケート調査の依頼を行っ
た。 
 アンケート調査は以下の 17項目について行っ
た（資料 1）。 
① 年間スクリーニング検査数、検査陽性数、

判定保留数（団体での定期健診検査受付の

有無とその割合、返却方法、確認検査の実

施、医療機関への紹介と受診確認件数） 
② 梅毒スクリーニング検査数と検査陽性数

（団体検査の割合） 
③ 検査精度調査への参加の有無 
④ 郵送検査検体を用いた確認検査の研究の参

加検討 
⑤ HIV郵送検査に関する今後の課題と展望 
⑥ HIV郵送検査の開始年月 
⑦ 検査申込方法 
⑧ 検査費用 
⑨ 検査検体と保存方法、検体が血液の場合の

採血器具 
⑩ 受検者から会社への検体輸送方法 
⑪ スクリーニング検査の方法と使用キット 
⑫ スクリーニング検査の実施施設 
⑬ 検査結果の通知方法と通知までの日数 
⑭ スクリーニング検査陽性時の対応 

⑮ 2022年以前の年間検査数と陽性数 
⑯ 他に取り扱っている STD検査の種類 
⑰ 郵送検査を行うための届出、申請等 
 
2. 検査精度調査 
 前年のアンケート調査で参加または返答無し

であった会社、あるいは参加希望の連絡があっ

た会社に呼びかけ、参加の確認が取れた 8社を
対象とした。それぞれ陽性 3検体、陰性 2検
体、合計 5検体について検査を依頼して検査精
度調査を行った。陽性検体は、パネル血漿 55％
と健常人血球成分 45％を混合することにより再
構成した血液で作成し、陰性検体は健常人血液

を用いた。パネル血漿は SeroDetect HIV-Ab 
Range Validation Panel KZMC024  
(ZeptoMetrix社）の#7から#9の 3種類を用い
た。検体は通常行われている郵送検査と同様

に、各施設で用いている方法で保存して郵送

し、測定を行った。 
 
CC..研研究究結結果果  
1. アンケート調査 
依頼した 19社の内、13社から回答が得られた。 
① 年間スクリーニング検査数と検査陽性数(図 1） 

2023年の HIV郵送検査全体のスクリーニング
検査数は 153,037件であった。13社の内、団体検
査の受け付けがあったのは 5社であった。郵送検
査の内、団体検査の受検者率は 32%、推定される
団体検査の受検者数は 48,333 件であった。返送
方法(複数回答)として、個人と依頼人両方に返送
が 4社、個人にのみ返送が 3社、依頼人に個人ご
との封書をまとめて返送が 3社、依頼人にまとめ
て返送が 1社であった(図 3)。 
郵送検査による HIV スクリーニング検査陽性
数は 124例、判定保留例は 29例であった。確認
検査の陽性数は 18 例、電話やメールによる相談
で、受検者を医療機関へ紹介した件数は 41 例、
医療機関での受診が確認できた件数は 20 例であ
った。 
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② 梅毒スクリーニング検査数と検査陽性数 
2023 年の梅毒郵送検査のスクリーニング検査

数は 159,427 件であった。梅毒検査陽性数は
2,266 例であり、陽性率は 1.42%だった。団体検
査の受検者率は 35%、推定される団体検査の受検
者数は 56,455件であった。 
③ 検査精度調査への参加の有無 
検査精度調査へ参加希望する会社は 9社、希望

しない会社は 4社であった。 
④ 郵送検査検体を用いた確認検査の研究の参加

検討 
郵送検査検体を用いた確認検査の研究の参加

を検討する会社は 5 社、希望しない会社は 7 社、
無回答が 1社であった。 
⑤ HIV郵送検査に関する今後の課題と展望 
 ガイドラインができたら良いという記述が 1社
よりあった。 
⑥ HIV郵送検査の開始年月 
郵送検査を開始した時期は、2000年 5月、2000

年 8月、2002年、2003年 4月、2003年 10月、
2006年 4月、2007年 3月、2012年 10月、2013
年 8月、2016年 6月、2020年 11月、2023年 3
月、2023年 11月であった。 
⑦ 検査申込方法（複数回答）（図 2） 
インターネットでの申込は 12 社で行われてい

た。電話での申込は 8社、FAXでの申込は 5社、
店頭または診療所での販売は 3社、郵便での申込
は 2社、定期検査は 2社で行われていた。 
⑧ 検査費用（図 2） 
 検査費用は 2500～6000円（税抜）であり、平
均検査費用は 4057円（税抜）であった（回答 11
社）。 
⑨ 査検体と保存方法、検体が血液の場合の採血

器具(図 2) 
検査検体は 13 社すべて血液であり、採血はラ

ンセットによる指先穿刺であった。検体の保存は

濾紙での保存が 8社、専用容器での保存 4社、両
方用いているのが 1社であった。専用容器で保存
している 5社のうち、2社は抗凝固剤を用いてお

り、1 社はフィルターによる血球成分の除去を行
っていた。 
⑩ 受検者から会社への検体輸送方法（図 2） 
受検者から会社への検体輸送は、13社とも郵便
であり、温度設定は、12社が室温、1社が冷蔵で
あった。 
⑪ スクリーニング検査の方法と使用キット(図

2) 
郵送検査会社で使用されているスクリーニン

グ検査法は CLEIA法が 8社、PA法が 2社、イム
ノクロマト法が 1社、CLIA法が 1社であった（回
答 12社）。 
⑫ スクリーニング検査の実施施設 
スクリーニング検査は 13 社中 8 社が自社のラ

ボで行っていた。5 社は他の検査機関に検査を依
頼していた。 
⑬ 査結果の通知方法と通知までの日数（複数回

答）（図 2） 
検査結果の通知は、郵便が 10 社（希望者への
通知を含む）、専用 webサイトが 7社、e-mailが
5社、携帯ショートメールが 1社であった。結果
通知までの日数は、検体受領後 1～4 日であり、
平均 2日であった（回答 11社）。 
⑭ スクリーニング検査陽性時の対応（複数回答） 
スクリーニング検査結果が陽性だった場合、13
社中 12 社が病院で確認検査を受けるか、もしく
は提携している医療機関に行く様に勧めていた。 
対応の内訳は、病院で確認検査を受けるように

勧めているのが 11 社、提携している医療機関に
行くように勧めているのが 5社、自社で設けた専
用の相談連絡先を知らせているのが 3社、保健所
で確認検査を受けるように勧めているのが 2 社、
HIV に関する相談窓口を紹介しているのが 2 社、
スクリーニング検査の結果のみ知らせ、対応は個

人の判断に任せているのが 2社、追加検査・確認
検査を実施し受検者への結果通知に反映させて

いるのが 1社、自社診療所へ来院を促しているの
が 1社であった。 
⑮ 2022 年以前の年間検査数とスクリーニング
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検査陽性数（図 1） 
HIV 郵送検査全体の検査数と陽性数を図 1 に

示した。検査数は 2001年から 2019年まで 2012
年を除き毎年増加しており、新型コロナウイルス

が流行を始めた 2020 年と 2021 年には減少して
いたが、2022年以降はまた増加に転じていた。陽
性数は 2001年から 2006年まで増加し、2013年
までは 200件前後でほぼ横ばいであったが、2014
年から2023年までは100件前後で推移していた。 
⑯ 他に取り扱っている STD検査の種類（複数回
答） 
郵送検査で他に取り扱っている検査を調査し

た結果、クラミジア、淋病は 9社が取り扱ってお
り、HBVと梅毒は 11社、HCVは 10社、ヒトパ
ピローマウイルスとトリコモナスは 4社、カンジ
ダとマイコプラズマは 3社、ウレアプラズマは 2
社、ヘルペスウイルスと成人 T細胞白血病と細菌
性膣炎は 1社が取り扱っていた。 
⑰ 郵送検査を行うための届出、申請等 
検査に関して、8社が登録衛生検査所申請を行

っていた。キット製造に関して、1社が組み合わ
せ医療機器に関わる製造販売の申請を行ってお

り、1社が医療機器申請を行っていた。販売に関
して、3社が高度管理医療機器販売業許可を得て
おり、1社が医療機器販売業の申請、1社が管理
医療販売・貸与業の登録を行っていた。 

 
2. 検査精度調査 
郵送検査会社 8社に対し、陽性 3検体、陰性 2

検体を郵送し、報告された検査結果を図 4に示し
た。郵送検査会社 8社について、陽性 3検体はす
べて陽性、陰性 2検体はすべて陰性で結果が一致
していた。 

 
DD..考考察察  

2023 年における郵送検査会社全体の年間検査
数は 153,037 件であり、昨年の検査数である
149,637 件と比較すると 2%増加していた。エイ
ズ発生動向調査（エイズ動向委員会提供）で報告

された 2023年第 1四半期と 2四半期の保健所等
検査数は計 49,735 件、前年比 66%増であること
から、年間の保健所等検査数は約 12 万件と大き
く回復することが推定されるが、まだ 153,037件
である郵送検査数のほうが多いことが予想され

た。 
また郵送検査数の内、32%が団体受付による検

査と推定され、郵送検査の中で大きな割合を占め

ていた。個人が行う検査の推定数と団体検査の推

定数について、それぞれ昨年からの検査数増減率

を比較すると、団体検査が 8.8%減少しているのに
対し、個人検査は 8.4%増加しており、新型コロナ
ウイルスが流行した 2019 年以降、個人検査数が
増加し、相対的に団体検査の割合が減少している

ことが示された。 
2023 年における郵送検査会社全体の検査陽性
数は 124 例であり、昨年と比較して 18％減少し
ていた。判定保留数は 29 例であり、昨年と比較
して 38%減少していた。判定保留はすべての郵送
検査会社で陽性と同様に医療機関での再検査を

勧められており、陽性数と判定保留数を併せた数

は 153 例、昨年の 199 例と比較して 23%減少し
ていた。 
梅毒郵送検査数は、2022年から 2023年にかけ

て 17%増加していたが、陽性数は 2.6%減少とほ
ぼ横ばいであり、陽性率は 0.28%減少していた。 
梅毒の感染症発生動向調査（国立感染症研究所

提供）に基づく 2023 年の梅毒感染者報告数は
14,906人と 2020年から毎年増加しており、梅毒
郵送検査の検査数の増加は、感染者数増加の報道

等による影響が考えられた。その一方で、2023年
の梅毒感染者報告数を四半期に分けると第 1四半
期が 3,700人、第 2が 3,964人、第 3が 3,820人、
第 4が 3,422人と、第 2期をピークとして減少し
てきており、梅毒郵送検査陽性数の減少は、この

結果を反映していると考えられた。梅毒郵送検査

の年間検査数と陽性数についてはさらに継続し

て調査が必要である。 
HIV検査を取り扱う郵送検査は、主にインター
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ネットによって検査申込が行われ、検査費用は平

均 4057円、検査日数は平均 2日であった。検査
検体は全ての会社で血液が用いられており、郵送

されてきたキットに添付されているランセット

で採血し、濾紙や採血管で保存する形式をとって

いた。郵送検査会社で行われる検査は、返答があ

ったすべての会社で、CLEIA法、PA法、イムノ
クロマト法、CLIA法等、PMDAで販売認可を受
けた臨床検査キットが用いられていた。 
検査結果の通知方法は郵送が中心であったが、

web専用サイトや PC・携帯での e-mailで通知し
ている会社も多く見られた。スクリーニング検査

結果が陽性だった場合、13社中 12社とほぼすべ
ての検査会社で医療機関での検査をすすめてい

た。2023 年に陽性となった 124 例の内、電話や
メール相談で受検者を医療機関へ紹介した件数

は 41 例、33%であり、医療機関での受診が確認
できた件数は 20 例、16%であった。郵送検査は
匿名であるため、受検者が医療機関へ受診したか

の確認は難しく、検査後フォローアップの重要性

が示された（図 3）。 
今回検査精度調査を行った郵送検査会社 8社に

ついて、8 社すべてで陽性、陰性検体とも結果が
一致していた。今後も定期的に検査精度調査を行

うことにより、郵送検査の検査精度を維持し向上

する必要がある。 
郵送検査は、受検者の都合の良い時間と場所で

対面することなく検査を受けることができる利

点がある一方、郵送や Web サイトを用いた検査
の特性上、受検者への検査説明、検査相談、検査

後フォローアップ等が対面で行われないため、

HIV 検査に関する十分な情報が伝えにくいとい
う欠点がある。また、濾紙血を用いた場合の検査

精度に関するデータが乏しく、団体受付において

検査結果が本人以外の検査依頼者に返されてい

るという問題点もある。 
2018 年 1 月に改正された「後天性免疫不全症

候群に関する特定感染症予防指針（エイズ予防指

針）」指針では、郵送検査に関して「郵送検査の結

果、更なる検査が必要とされた者を医療機関等へ

の受診に確実につなげる方法等について検討す

る必要がある。」と記載されている。今後も今年度

行ったような定期的な検査精度調査を行い、団体

検査、受検者に対する検査相談、フォローアップ

等の改善のため、2017 年に発行された「HIV 郵
送検査のあり方について」等を活用し、各郵送検

査会社の協力を得て、郵送検査をより安心して受

けられ、信頼できる検査とする必要がある。 
 
EE..結結論論  
郵送検査会社全体の HIV 年間検査数は毎年増
加しており、新型コロナウイルスが流行しはじめ

た 2020年と 2021年は減少していたが、2022年
になって再度大きく増加し、2023 年も増加して
いた。また郵送検査の内、32%が団体受付による
検査と推定された。陽性数と判定保留数を併せた

数は 153例であり、昨年と比較して 23%減少して
いた。HIV検査の受検費用は平均 4057円（税抜）、
検査日数は平均 2日であった。検査検体は全血を
濾紙や採血管で保存したものを用いており、

PMDA で認可された臨床検査キットで検査を行
っていた。検査結果は郵送での通知に加えて専用

web サイトや E-mail での通知が選択できる会社
が多く、検査結果が陽性だった場合、ほぼすべて

の検査会社で病院での検査をすすめていた。 
今後も定期的な検査精度調査を行い、団体検査、

受検者に対する検査相談、フォローアップ等の改

善のため、2017 年に発行された「HIV 郵送検査
のあり方について」等を活用し、各郵送検査会社

の協力を得て、郵送検査をより安心して受けられ、

信頼できる検査とする必要がある。 
 
FF..健健康康危危険険情情報報  
 なし 
 
GG..研研究究発発表表  
11.. 論論文文発発表表  
1) Uno S, Gatanaga H, Hayashida T, Imahashi 
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HH..知知的的所所有有権権のの出出願願・・登登録録状状況況（（予予定定をを含含むむ））  
①特許取得 
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②実用新案登録 
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③その他 
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HHIIVV郵郵送送検検査査にに関関すするるアアンンケケーートト（（２２００２２３３））  
 

厚生労働省科学研究費補助金エイズ対策研究事業 

 「HIV検査体制の改善と効果的な受検勧奨のための研究」（研究代表者：今村顕史） 

 

このアンケートは、HIV 郵送検査の実態を調査させていただくために、インターネットで検索可能

であった HIV 郵送検査を取り扱っている会社様宛にお送りさせていただいております。本アンケート

調査の集計結果は、個々の会社名を記号化して使用いたします。（アンケートの集計結果は、会社名を

記号化して、研究班の報告書や学会等で報告することがあります。）より良い HIV 検査体制の充実の

ために、ご協力をよろしくお願いいたします。 
以下のアンケート項目にお答えください。誠に申し訳ありませんが、２２月月１１３３日日（（火火））までにご返

信いただけます様、よろしくお願い申し上げます。  
  

貴貴社社名名                                              部部署署名名                                  
担担当当者者名名             様   e-mail                    

住所連絡先 変更  1. なし ・ 2. あり（ありの場合は以下に記入をお願いします） 
貴貴社社住住所所                                                                                  
連連絡絡先先 Tel                   FAX                  
 

以以下下のの設設問問ででおお伺伺いいししたた検検査査数数とと陽陽性性数数はは、、個個別別のの会会社社のの数数ととししてて公公表表すするるここととははななくく、、全全郵郵送送

検検査査会会社社のの合合計計数数ととししててののみみごご報報告告ささせせてていいたただだききまますすののでで、、ごご協協力力ををよよろろししくくおお願願いいししまますす。。  
  

①① 昨昨年年((22002233 年年 11--1122 月月))のの HHIIVV ススククリリーーニニンンググ検検査査数数ととそそのの検検査査陽陽性性数数をを教教ええててくくだだささいい。。  
  1. HIV 検査数         件  

団体での定期健診検査受付：    1. あり ・ 2. なし ・ 3. 不明  
→ ありの場合：    およそ     ％ 

団体検査受付時の結果の返送方法（複数回答可）： 
A. 個人にのみ返送 ・ B. 個人と依頼人両方に返送 ・ C. 依頼人にまとめて返送 ・ 
D. 依頼人に個人ごとの封書をまとめて返送 ・ E. その他           

2. HIV 検査陽性数         件  
（検査結果として陽性以外に判定保留がある場合、その件数        件） 
（確認検査を実施している場合は確認検査陽性数        件） 
（電話やメールによる相談で、受検者を医療機関へ紹介した件数        件） 
（受検者が医療機関へ受診したことが確認できた件数        件） 

  
②② 梅梅毒毒のの検検査査をを行行っってていいるる場場合合はは、、昨昨年年のの((22002233 年年 11--1122 月月))のの梅梅毒毒ススククリリーーニニンンググ検検査査数数ととそそのの検検査査

陽陽性性数数をを教教ええててくくだだささいい。。  
  1.   梅毒検査数         件（団体検査 およそ     ％） 

2.    梅毒検査陽性数       件 
  
③③ HHIIVV 郵郵送送検検査査のの精精度度向向上上ののたためめ、、昨昨年年にに継継続続ししてて検検査査精精度度調調査査をを行行うう予予定定でですす（（検検体体数数はは 55 件件でで

すす））。。ごご参参加加いいたただだけけるる場場合合はは、、後後程程詳詳細細なな方方法法とと日日程程ににつついいててごご連連絡絡いいたたししまますす。。  
  1. 参加を希望する。 2. 参加を希望しない。 
  
④④ HHIIVV 郵郵送送検検査査検検体体をを用用いいたた確確認認検検査査のの検検討討ののたためめ、、貴貴社社でで陽陽性性ととななっったた検検体体のの残残渣渣（（パパンンチチ後後のの

ろろ紙紙等等））ををおお送送りりいいたただだきき、、確確認認 IICC 法法でで検検査査をを行行いいたたいいとと考考ええてておおりりまますす。。ごご検検討討ししてていいたただだけけ

るる場場合合はは、、後後程程詳詳細細なな方方法法とと日日程程ににつついいててごご連連絡絡いいたたししまますす（（ごご検検討討後後ににおお断断りりいいたただだいいててももかか

ままいいまませせんん））。。  
  1. 参加を検討する。 2. 参加しない。 
  
⑤⑤ HHIIVV 郵郵送送検検査査にに関関連連ししてて今今後後のの課課題題･･展展望望等等ごござざいいままししたたらら、、御御意意見見ををおお聞聞かかせせくくだだささいい。。  

（（必必要要ががああれればば適適宜宜別別紙紙をを追追加加しし御御記記載載くくだだささいい））  
                                             

メール返送先  sskkaattoo@@hhaannaahh--mmeedd..ccoomm 
FAX返送先   0033--55990066--55447777      株式会社ハナ・メディテック    加藤 眞吾 行 

資料 1 
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****************************************************************************************** 
新新規規ににアアンンケケーートトををおお答答ええいいたただだくく方方はは以以下下のの設設問問ににごご記記入入ををおお願願いいししまますす。。昨昨年年ののアアンンケケーートトでで

おお答答ええををいいたただだいいてておおりり、、昨昨年年とと回回答答がが変変わわららなないい設設問問ににつついいててはは変変更更無無ししにに○○をを、、回回答答がが変変っったた設設

問問ににつついいててははごご記記入入ををおお願願いいししまますす。。  
  

⑥⑥ HHIIVV郵郵送送検検査査のの開開始始年年月月をを教教ええててくくだだささいい。。  
         年       月 より開始     ・  変更なし 
⑦⑦ HHIIVV検検査査のの申申しし込込みみ方方法法をを教教ええててくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可））  
   1. インターネット ・ 2. 電話 ・ 3. FAX ・ 4. 郵便 ・ 5. 定期健診 ・ 6. 店頭（店名     ） 

7. その他（       ）      ・  変更なし 
⑧⑧ HHIIVV郵郵送送検検査査のの費費用用をを教教ええててくくだだささいい。。  
          円（税込        円）     ・  変更なし 
⑨⑨ HHIIVV郵郵送送検検査査にに用用いいるる検検体体ととそそのの保保存存方方法法をを教教ええててくくだだささいい。。ままたた検検体体がが血血液液のの場場合合、、採採血血部部位位
とと使使用用器器具具ににつついいてて、、併併せせてて教教ええててくくだだささいい。。  

   ＜検査検体＞  1. 血液 ・ 2. 唾液 ・ 3. 尿 ・ 4. その他（      ）・ 変更なし 
＜保存方法＞  1. 専用容器（ 抗凝固剤 ・ 血清分離剤 ） ・ 2. ろ紙 ・ 3. その他（    ） 

  →検体が血液の場合 
＜採血部位＞   1. 指先穿刺 ・ 2. 耳朶採血 ・ 3. その他（     ） 
＜使用器具＞   1. ランセット ・ 2. その他（      ） 

⑩⑩ 受受検検者者かからら貴貴社社へへのの検検体体輸輸送送方方法法ににつついいてて教教ええててくくだだささいい。。  
   ＜検体輸送方法＞  1. 郵便（宅急便） ・ 2. その他（       ）  ・ 変更なし 
   ＜設定温度＞    1. 室温 ・ 2. 冷蔵    ℃ ・ 3. 凍結    ℃ 
⑪⑪ HHIIVVススククリリーーニニンンググ検検査査のの方方法法とと使使用用キキッットト名名をを教教ええててくくだだささいい。。  
   1. CLEIA法 ・2. イムノクロマト法 ・3. PA法・ 4. その他（     ） ・ 変更なし 

キット名                 
⑫⑫ HHIIVVススククリリーーニニンンググ検検査査ををどどののよよううにに実実施施ししてていいまますすかか。。  
   1. 自社内ラボ ・ 2. 他の検査機関（ 機関名              ） ・  変更なし 
⑬⑬ HHIIVVススククリリーーニニンンググ検検査査結結果果のの通通知知方方法法（（複複数数回回答答可可））とと通通知知ままででのの日日数数をを教教ええててくくだだささいい。。  

1. e-mail（ 携帯 ・ PC ） ・ 2. 郵送 ・ 3. その他（        ） ・  変更なし 
検体受領後   日で結果を通知 

⑭⑭ HHIIVVススククリリーーニニンンググ検検査査陽陽性性のの場場合合のの対対応応方方法法をを教教ええててくくだだささいい（（複複数数回回答答可可））。。  
1. 保健所で確認検査を受けるように勧める。     ・  変更なし 
2. 病院で確認検査を受けるように勧める。 
3. 提携している医療機関に行くように勧める。（ 提携医療機関   ） 
4. 自社で設けた専用の相談連絡先を知らせる。（ 電話 ・ メール ） 
5. HIVに関する相談窓口を紹介する。（エイズ予防財団・NPO・その他  ） 
6. 追加検査、確認検査を実施している。（方法  ）（キット名  ） 
→受検者への結果通知に反映させている。（ はい ・ いいえ ） 

7. スクリーニング検査の結果のみ知らせ、対応は個人の判断に任せる。 
8. その他（       ） 

 
⑮⑮ 昨昨年年よよりり前前ののHHIIVV検検査査取取りり扱扱いい数数とと HHIIVVススククリリーーニニンンググ検検査査陽陽性性数数をを教教ええててくくだだささいい。。  

 ・  変更なし 
～2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

年間検査数

検査陽性数

 
⑯⑯ 他他にに取取りり扱扱っってていいるる SSTTDD検検査査ののそそのの種種類類をを教教ええててくくだだささいい（（複複数数回回答答可可））。。  

1. B型肝炎 ・ 2. C型肝炎 ・ 3. 梅毒 ・ 4. クラミジア ・ 5. 淋病   ・  変更なし 
6. その他（                             ） 

⑰⑰ 郵郵送送検検査査をを行行ううににああたたっってて、、国国、、都都道道府府県県等等のの届届出出、、申申請請等等、、どどののよよううなな手手続続ききをを行行いいままししたたかか。。  
 ・  変更なし 

                                             
 

御協力ありがとうございました。 
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40%

図図11

（（22002233年年 郵郵送送検検査査会会社社1133社社))

112244例例
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42% 42%

36%

HIV郵送検査の流れ
図図22

購入金額

4,057円
（税抜、11社平均)

(2500～6000円）

キキッットトのの
購購入入・・申申込込

キキッットト到到着着後後
検検体体採採取取

結結果果受受取取

申込方法（複数回答有）

インターネット 12社
電話 8社
FAX 5社
店頭、診療所 3社
郵便 2社
定期検査 2社

検検査査とと
結結果果のの送送付付

本本人人
本本人人

本本人人 会会社社

採血方法

ランセットによる .
指先穿刺 13社

保存方法

ろ紙           8社
専用容器          4社
両方 1社

通知方法（複数回答有）

郵送(希望者のみを含む) 10社

専用サイト（ID、パス付） 7社

メール               5社

携帯ショートメール  1社
検査法(12社)

CLEIA   8社
PA 2社
IC   1社
CLIA         1社

検体送付

郵便     13社

結果通知日数
2日（11社平均)

（1～4日）

（（22002233年年 郵郵送送検検査査会会社社1133社社))

（2023)
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郵送検査 スクリーニング検査陽性数   124件
→ 電話やメールによる相談で

 受検者を医療機関へ紹介した件数  41例
→ 医療機関での受診が確認できた件数 20例

→ 団体検査での結果返しは受検者だけではなく依頼者にも結果を返していた。

団体検査あり      5社
返送方法(複数回答)

受検者と依頼者両方に返送   4社
受検者個人にのみ返送    3社

依頼者に受検者ごとの封書をまとめて返送 3社
依頼者にまとめて返送    1社

フフォォロローーアアッッププとと医医療療機機関関へへのの繋繋ががりり （2023)
図図33

（（22002233年年 郵郵送送検検査査会会社社1133社社))

検査精度調査結果

使用検体： 陽性3検体、陰性2検体、合計5検体
対象：郵送検査会社8施設

図図44

郵送検査会社8社すべてで陽性、陰性検体とも結果が一致していた。

（2023)

1 2 3 4 5
A社 ＋ ＋ ＋ － －
B社 ＋ ＋ ＋ － －
C社 ＋ ＋ ＋ － －
D社 ＋ ＋ ＋ － －
E社 ＋ ＋ ＋ － －
F社 ＋ ＋ ＋ － －
G社 ＋ ＋ ＋ － －
H社 ＋ ＋ ＋ － －

x400 x800 x2000
PA 抗体価

検体番号
会社名 陽性検体 陰性検体

＋：陽性 ー：陰性

209


